
 

                                             

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年５月７日 

   ＮＯ.５８０ 

◇校  訓 思いやり 

◇教育目標   

 

 

◇めざす学校の姿 明日も行きたい 大好きな学校 

～安心できる場所があり、力を伸ばすことができる学校～ 

 

 

３学期も残すところ、１ヶ月を切りました。各学級・

学年で、１年間の振り返りを行い、次の学年に向けての

準備を始めています。 

その振り返りとして、学年学活を行っています。４月

からの自分の学校生活を振り返り、どんなところが成長

しているのか、自分のよさを改めて確かめました。 

また、小グループでお互いの考えを交流する中で、新

しい意見や考えを知ることができ、さらに全体で交流す

ることで、自分たちの考えを認めてもらえるなど、自己

肯定感を高めることもできました。 

この学年学活を通して、これまでの自分や学級を振り

返り、次の学年の目標をしっかりもって、進級・卒業し

てほしいです。 

３月行事予定 
1日（火） 認証式リハーサル 

2日（水） 夢と未来の特別授業 

3日（木） 潮中体験入学（６年） 認証式 

6日（日） ノーゲームデー 

7日（月） 大掃除週間 わかばスキー授業 

8日（火） ４・６年スキー授業 

9日（水） ３・５年スキー授業 

10日（木） ６年生を送る会 フッ化物洗口 

11日（金） 卒業式廊下展示作業（４年） 

12日（土） ご覧ください！授業の様子 

（オンライン参観） １６日まで 

14日（月） 聴いてください！担任からのメッセージ 

（オンライン懇談） １６日まで 

15日（火） 卒業式練習見学（１・２・３年） 

16日（水） 卒業式練習見学（４・５年） 大掃除 

17日（木） フッ化物洗口 卒業生教室飾り付け 

18日（金） 卒業式（１～５年生は、休みです） 

21日（月） 春分の日 

23日（水） 修了式・離任式 

24日（木） 学年末休業 

25日（金） 春休みグングン塾（５年） 

令和４年３月２日 

 

ＮＯ.６０４ 

  

 

杉 本 浩 一 

 今年 1月からの新型コロナウイルス「オミクロン株」による急激な感染拡大の影響を受け、本校で

も学級閉鎖が行われました。このような状況の中、子どもたちの成長と安全を願い、新型コロナウイル

スの感染拡大を防ぎ、少しでもよりよい学習環境の中で子どもたちが学習を行えるよう最善を尽くして

いるところです。 

さて、学校では、次年度に向けての準備を進めているところです。「令和の日本型学校教育」を担う

教師の在り方特別部会」が検討している方向性の中で、 

「多様な教職員集団」で構成される学校組織は、レジリエンスを発揮して、社会の急激な変化に対応

できるようにするため、（児童生徒等を「自律的な学習者」として育成する）教師個人も自律的な学習

者として主体性を持って学び続けることが重要である。 

また、レジリエンスを発揮して、社会の急激な変化に対応できるような教職員集団を構築し、その持

続的な成長を促すためには、職場における心理的安全性が確保された下で、学校全体を、教師の学びの

コミュニティと捉えて、自律的な研修組織として機能させていくことが重要である。 

と述べられています。 

社会の急激な変化に対応するためにはレジリエンスが必要だと書いてあります。このレジリエンス

は，近年さまざまな場で取り上げられている考え方で，困難や課題に対する「心のしなやかさ」を意味

します。従来までは精神的な強さといえば，どんなに困難な状況でも屈せず立ち向かうといった「タフ

さ」がイメージされていましたが，このレジリエンスは，「激しい風雨にもしなやかにそよぎ，大雪に

も春の訪れまでしなりながら耐える木」のようなイメージで，受け止めながらも立ち直ることのできる

力であるとされています。 

では、どうしたらそのレジリエンスを身につけた個人や集団を育てることができるのでしょうか。 

個人がそのレジリエンスを身につけるためには、一つ目、自己効力感を持つことだと言われています。

この自己効力感とは、「自分はできる」と思うことで、成功体験の積み重ねが大切だと言われていま

す。 

オリンピック女子カーリングで活躍した藤澤五月選手が手に英語で書いているのもこの自己効力感を

高める方法です。二つ目は、思考パターンを変えることです。ネガティブな結論に対して、自ら反論を

試みて、それを比較することを繰り返す ABCDE理論という方法がその一つです。三つ目は、周囲と

の繋がりやサポートです。そのサポーターがたくさんいることは、元来自分が持っている以上の力を発

揮するきっかけにもなるのです。このサポーターの活用は、自己効力感に不可欠だと言えます。 

よく考えるとこの三つをロコ・ソラーレのチームは実践していたように思います。「自分はできる」と

いう気持ちを高め、常にポジティブな心を持ち、チーム内のコミュニケーションや周りからのサポート

を受けることができていたからこそ、様々な変化に対応できたのではないでしょうか。しなやかに生き

ることを学んだような気がしました。 

 まん延防止措置解除予定の３月７日から、９日

までに３～６年生とわかば学級で、スキー授業を

行う予定です。 

当初の予定からは変更し、午前中に実施します

ので、お弁当の準備は必要ありません。 

ただし、今後の感染状況によ

り、実施できない場合もありま

す。その時は、今年度のスキー授

業は中止となります。 

学活の流れと目標を提示して

います。 

学年で集まって、今年度の振

り返りと来年度に向けてがん

ばることを話し合いました。 

学校に来ることができない子

は、オンラインで参加してい

ます。 

高学年は自分の考えを記録し

て、友達に発表していました。 

ご覧ください！授業の様子 

聴いてください！担任からのメッセージ！！ 

 年度末の学級の様子やこの１年間を振り返る事がで

きるように授業の様子をオンラインで見ていただき、オ

ンラインで担任のメッセージをお伝えする場を設けま

した。 

詳細については、今後、出る案内文書をご覧ください。 



 

 


